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1965年,先生 の研 究 室 は,法 経 本 館東 の 袖4階 の 西 側 にあ った 。 毎 週 火 曜 日の2時 半
か らの 大 学 院 の セ ミナ ー は,西 日の照 りつ け る中 で,ロ バ ー トソ ン(D.J.R。bertson,
FactoryWageStructuresandNationalAgrees・・`,1960)を読 み ・ タ ー ナ ー(H・A・
Turn,,,万。ゴ・UnionGrozinh,Struciu・eandPolicy,1962;Turn・ら ・臼 ♂・励 齪
RelationintheMortarIndustry,1967)を精読 した 。
研 究室 は2年 ほ どで 旧 北 館 の一 室 に移 った が,イ ギ リスか らは るば る運 ば れ た とい う
赤 煉 瓦 の 建 物 は,梅 雨時 には 濃 くな った 緑 に 鮮 や か に映 え,気 分 を 引立 て た し,中 庭 に南
面 す る重 厚 な 研 究 室 は 夏 も涼 し く,研 究 会 の 能率 も一 段 と上 が った。 シ ョ ップ ・スチ ュ
ワー ド運 動 につ い て の 多 くの 資 料 に あた り,ク レ ッ グ,フ ラ ン ダ ー ス(A.Flandersand
H.A.Clegg(eds.),TheSystemofIndustrialRelationsinGreatBritain,1954;
Flanders,ManagementandUnions,1970)を読 過 し,ウ ェ ッ ブを繙 読 し た。 数 年 前,
勤 務地,高 知 で 夭 逝 した 孤 高 の研 究 者 石 田傳 氏 とはず っ と一 緒 で あ り,あ と時 に1人 あ
るい は2人 が参 加 して い た。
1960年代 後 半 とい う と,産 業 別 労働 組 合 に よ る産 業 別交 渉 が欧 米 の 労使 関 係 の 基 本 で
あ る と それ ま で考 え られ て い た の が,企 業 レベ ル の交 渉 が か な り大 き な ウエ イ トを 占め
てい る こ とが 知 られ は じ め た 頃 で あ り,労 働 市 場 論 を 踏 ま えて 労 使 関 係 が 考 察 され る よ
うに な り,日 本 で は 労働 経 済 学 の 揺籃 期 で あ った 。 い つ も御 多 忙 で もあ り,一 人 一 人 そ
れ ぞれ に つ い て い つ も細 か く配 慮 され る先 生 は しば しば 疲 れ てお られ たが,当 時 の研 究
会 は 毎 回 知的 興 奮 に 満 ち た 熱 気 が 盗 れ る もの で あ った し,先 生 が 長 年 にわ た り取 り寄 せ
て お られ,イ ギ リス か ら定 期 的 に 届 く,T&GWU(運 輸 一 般 労 働 組 合)やAEU(機
械 ⊥ 組 合)等 々の 機 関 誌 を 見 せ て 戴 くの も楽 しみ で あ った。
『イギ リス 労 働 組 合 主 義 の発 展 』(ミ ネル ヴ ァ書房 刊)で 博士 にな られ 、 翌1969年教
授 に な られ た ころ の先 生 は,お 元 気 で,万 事 に 敏 活 で あ られ,初 めて の 土 地 で の合 宿 で
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その提案のなさり方は,い たず らっぼく人の意表をつ くものであることが多かったが,
縷説なさるのを うふがえば,深 慮に基づく,多方面への配慮の行き届いた現実性の高い
ものであることが理解された。
先生は,ユ972年か ら京都地方最低賃金委員会委員となられ,い わゆる京都方式を うち
だされたことはよく知 られていることであるが,こ れなど,こ うした先生 らしさの発揮
された社会への貢献の一つといえる。
また,先 生は,留 学生教育の重要性に相当早 くから着 目されておられ,学 部に留学生






しかし,何をなさるの も早 く,いつも急いでお られた先生は,私達が抱いていた回復
なさるとの確信のような期待を裏切 ってあわただ しく他界 してしまわれた。先生の御指
導 ・御助言をうけることがで きなくなってはや1年 以上が経 ってみると,先生の大きさ.
配慮の深さがますます強 く感じられるようになっている。
あの暑い研究室で,ま た赤煉瓦の部屋で,イ ギ リス労働組合主義の研究をまさに完成
さぜようとしておられた先生 と,ち ょうど労使関係への見方が大きく変わる時期に,労
働市場の変貌を議論させていただいた時のような興奮を先生の御指導の下に味わ うこと
はもはやできな くなって しまった。追.腰の情にたえない。
